



































































派遣前 ２０１６年４月 ①派遣前研修（於：日本語国際センター） 約１か月


































































































































































第１位 ３５ 立ち位置に気を配りましょう ２０１６．０５．１９
第２位 ２０ ひらがなの「とめ」「はね」「はらい」 ２０１６．０５．２４
２０ 板書に気を付けましょう ２０１６．０６．２０
第４位 １９ 話し方を振り返る ２０１７．０１．０４
第５位 １５ フラッシュカードの持ち方・見せ方 ２０１６．０８．０２
表４ 実際に利用した情報（上位５つ）
“日本語パートナーズ”タイ４期に対する教務支援
－89－
また、できるだけ多くのNPたちの声を掬い上げる工夫も必要である。筆者は、１期の頃か
ら「どんな些細なことでも遠慮せずに、質問・相談してほしい」と伝えてきたが、毎年「〇〇
について教えてほしかった」という要望は出された。従って、「遠慮しないで」と言うよりも、
NPからの質問や相談の内容が支援策を考える上で貴重な情報となるということを強調した方
が、積極的に声を上げてくれるのではないかと思われる。
さらに、授業活動アイディアなどの情報提供は、積極的に行うべきである。中でも、板書の
仕方や教室での立ち位置など、授業の基本となる情報は有用性が高い。授業の行い方について
悩みや疑問を抱えるNPは少なくないが、質問や相談をためらう人もいる。従って、彼らの悩
みや疑問に対し、先回りして解決案を提供することは有効な支援方法である。どの派遣先国・
地域でも２期目、３期目と派遣が継続している今、これまでに蓄積された情報から、NPが共通
して抱く悩みや疑問を洗い出すことができるのではないだろうか。
４．３ NP活動への意識付け
NPであれば誰もが、任期中に達成したい目標を持って着任するだろうが、目標に対する意
識の強さや、目標達成に向けた実行力には個人差がある。従って、彼らがNPとして活動し成
果を残すことを意識できるような手段を講じることが必要である。筆者は「目標設定・成果報
告シート」を作成し、目標・方策・成果を記録し可視化することで意識付けを図ったが、これ
は有効な手段だったと考える。
〔注〕
（１）“日本語パートナーズ”派遣事業については、登里（２０１６）に詳しい。
（２）「コンテスト」とは、前期に実施される日本語コンテスト（スピーチや辞書の早引きなど）と、後期に
実施されるシンラパハッタカム（JFBKKでは便宜的に「芸術・技術コンテスト」と翻訳。芸術・技術
系科目の技能を競うコンテストで、外国語部門も設けられ、スピーチや劇などが行われた。）のことで、
どちらも全国規模の大会である。
（３）ブログを通じた情報提供については、佐藤（２０１７）で詳しく報告している。
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